
令和６年度宮城県子どもの学習・生活支援事業業務 

企画提案に係る質問に対する回答 

 

令和６年２月１日更新 

 

質問回答一覧 

番号 質問内容 回答 

１ １ 仕様書 ６業務の内容（４）児童等の

世帯の生活上の相談支援事業 

（５）高校中退防止事業 

（４）「必要に応じて家庭訪問による直接

的な伴走支援をすること」、（５）「定期面談

等の伴走支援を行うこと」とありますが、 

①令和５年度を含め過去２年間における

『家庭訪問による直接的な伴走支援』と 

②『（高校中退懸念のある高校生に対す

る）定期面談等の伴走支援』について、実施

回数（世帯数）をご教示ください。 

①令和4年度が51回，令和5年度12月末現在

で72回です。 

②令和4年度が23回，令和5年度12月末現在

で30回です。 

①、②共に集計方法により世帯数は提示でき

ません。 

 

２ ２ 仕様書 ６業務の内容（７）子ども食

堂 

「年に６回以上、調理実習等による食事

の提供を行うこと。」とありますが、 

①これは各会場で年に６回以上実施する

ということでしょうか。また 

②調理実習に代えて軽食（サンドイッチ、

間食等）配布を盛り込んでもよいでしょう

か。併せて、 

③過年度事業（令和３～５年度）における

調理実習の会場別実施回数をご教示くださ

い。 

①お見込みのとおりです。 

②軽食配布を盛り込むことは差し支えませ

ん。ただし、本事業の目的である「心の安定

を図る居場所の提供を行う」の観点から、単

に食事の提供だけではなく、参加者が共に食

事ができるような会場の提供も含まれます。 

③令和3、4年度中は新型コロナウイルス感染

症により中止とし、令和5年度は12月末現在

で、各会場で4回以上実施しています。 

  



番号 質問内容 回答 

３ ３ 仕様書 ６業務の内容（８）その他発

注者が児童の学習習慣・生活習慣の確立や

学習意欲の向上のために必要と認める事業 

①調理実習以外の取組やイベントについ

ての概要と、会場別の実施回数についてご

教示ください。 

①事業者の創意工夫及び企画提案に関わる

ことから回答を控えます。 

４ ４ 仕様書 ７業務の具体的な実施方法

（１）開設場所 

「対象地域の児童等が通いやすい場所に

バランス良く拠点を設けて実施する（現行

利用者の利便性を損なわないように最低１

５ヶ所設けること。）」とありますが、 

①令和５年度事業において拠点が設置さ

れた市町村をご教示ください。また 

②拠点設置に際して使用会場が公民館等

の公共施設である場合、その利用料金の減

免申請を受けることは可能でしょうか。 

③過年度事業における会場使用料発生の

有無および減免申請とその許諾の有無も含

め、ご教示ください。 

①村田町 大河原町 柴田町 亘理町 

 松島町 七ヶ浜町 利府町 大和町 

 加美町 美里町  涌谷町 蔵王町 

 山元町 大郷町  色麻町  

計15町村 

②減免申請を受けることは可能ですが、対

象の判断は各自治体の裁量によります。 

③会場使用料は発生しており、減免申請は

事業者が行います。なお、許諾については②

のとおり公共施設の場合は各自治体の裁量

によります。 

５ ５ 仕様書 ７業務の具体的な実施方法

（２）開設日及び解説時間帯 

①「開設時間は午後４時３０分から午後

８時までとすること。」とありますが、これ

は児童等が参加する時間なのか、それとも

会場設営と撤収の時間も含んでいるのか、

あるいは児童等の参加時間については事業

者がこの時間帯の中で自由に決めていいの

か、ご教示ください。 

①会場設営と撤収の時間も含みます。学習

支援の参加時間は事業者が決めても良いで

すが、一回当たり2時間程度の学習時間を設

定することが望ましいです。 

  



番号 質問内容 回答 

６ ６ 仕様書 ７業務の具体的な実施方法

（４）支援する児童等の人数 

「１会場当たりの定員は２０人程度」と

ありますが、現行利用者の利便性を損なわ

ないような拠点設置、及び本事業において

新規参加者だけでなく現行利用者の継続支

援をより効果的に実施できるような提案作

成のため、過年度事業（令和３～５年度）に

おける以下の項目についてご教示くださ

い。 

①・町村別の申込児童数 

②・会場別の申込者数と平均参加児童数

（出席率） 

③・会場別の支援員・ボランティアの平均

配置人数 

④・訪問支援の延べ実施回数と実世帯数 

⑤・オンライン支援の児童数と支援員と

ボランティアの平均配置人数 

以下のとおりです。 

なお、③及び⑤のうち支援員とボランテ

ィアの平均配置人数については、企画提案

に関わることから回答を控えます。 

①町村別の申込児童数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②会場別の申込者数と平均参加児童数（出席率） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④訪問支援の延べ実施回数と実世帯数 

 

 

⑤オンライン支援の児童数 

 

  



番号 質問内容 回答 

７ ７ 仕様書 ７業務の具体的な実施方法

（５）広報 

「パンフレット等を活用した広報を実

施」とありますが、①周知方法についてはど

のような方法（個別郵送、学校経由、窓口配

布等）を想定されているかご教示ください。

また②パンフレット等は何部配布予定かご

教示ください。 

 

①委託仕様書5‐(1)‐ハ(児童扶養手当世

帯)の個別児童を対象に個別郵送を、同項‐

イ(生活保護世帯)、ロ(学習支援費世帯)につ

いては各担当機関（福祉事務所、教育委員会

等）宛てにパンフレットを配布しています。

また、自立相談支援機関の窓口にもパンフ

レットを設置しています。各事業者におい

ては、必要に応じて学校や教育委員会等の

関係機関へ直接事業内容の説明を行ってい

ただくことも想定しています。 

②①全体で約3,000部を予定しています。 

８ ８ 仕様書 ７業務の具体的な実施方法

（６）涌谷町との連携 

①『涌谷町と連携したモデル的取組』の具

体的な内容とその成果、課題についてご教

示ください。 

また、「実施場所までの送迎の確保等の課

題があり、これらを解決するための取組と

して～（中略）～上記取組を積極的に推進」

とありますが、過年度事業（令和３～５年

度）における②『送迎を必要とする対象児童

数』及び『送迎手段（学習支援員の自家用車

で送迎、タクシーで送迎等）』をご教示くだ

さい。 

①事業者の創意工夫及び企画提案に関わる

ことから回答を控えます。 

②定例の学習支援ではR4年度1名、R5年度2

名で送迎手段は連携先による送迎支援を実

施しています。また、居場所づくり等では、

R3年度1名、R4年度5名、R5年度14名で職員

による送迎支援を実施しています。 

９ プレゼンテーション審査について 

「事前に提出された書類に基づいてプレゼ

ンテーションを行うこととし、追加資料の

配布は原則として認めない。」とあります

が、①提出した企画提案書の要点をまとめ

たパワーポイントの使用は認められます

か？ 

①可能です。 

 


